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介
護
支
援
専
門
員（
ケ
ア
マ

ネ
ー
ジ
ャ
ー
）の
皆
さ
ま
へ 

キ
ャ
リ
ア
・
カ
ウ
ン
セ
リ

ン
グ
無
料
相
談 

子
育
て
中
の
人
の
た
め
の

就
職
応
援
セ
ミ
ナ
ー 

　
平
成
18
年
4
月
1
日
の
介
護
保

険
制
度
改
正
に
よ
り
、
介
護
支
援

専
門
員
に
係
る
更
新
制
度
が
導
入

さ
れ
ま
し
た
。
有
効
期
間
を
更
新

す
る
た
め
に
は
所
定
の
研
修
（
更

新
研
修
）
を
受
講
す
る
必
要
が
あ
り
、

熊
本
県
高
齢
者
支
援
総
室
よ
り
個

別
に
連
絡
が
あ
り
ま
す
の
で
、
資

格
取
得
後
に
住
所
や
氏
名
に
変
更

が
あ
っ
た
方
で
変
更
手
続
き
を
さ

れ
て
い
な
い
方
は
、
早
め
に
変
更

手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。 

　
な
お
、
変
更
手
続
き
に
必
要
な

書
類
は
熊
本
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。 

※
熊
本
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
↓
健
康

福
祉
部
↓
高
齢
者
支
援
総
室
↓

申
請
書
様
式
 

問
い
合
わ
せ
先
 

　
熊
本
県
高
齢
者
支
援
総
室
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0
9
6
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3
3
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2
1
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県
で
は
、
子
育
て
の
た
め
仕
事

を
辞
め
て
か
ら
就
職
・
再
就
職
ま

で
の
ブ
ラ
ン
ク
が
あ
り
就
職
に
自

信
の
な
い
人
、
ど
の
よ
う
に
活
動

し
て
よ
い
の
か
悩
ん
で
い
る
人
の

た
め
に
就
職
応
援
セ
ミ
ナ
ー
を
開

催
し
ま
す
。 

日
時
 

　
9
月
4
日
（
火
）10
時
〜
15
時
 

場
所
 

　
く
ま
も
と
県
民
交
流
館
パ
レ
ア
 

受
講
料
 

　
無
料
 

定
員
 

　
50
人
 

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
 

　
熊
本
県
民
交
流
館
パ
レ
ア
し
ご

　
と
相
談
・
支
援
セ
ン
タ
ー
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0
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県
で
は
、
就
職
希
望
者
等
の
た

め
の
「
キ
ャ
リ
ア
・
カ
ウ
ン
セ
リ

ン
グ
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
専

門
の
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
と
と
も
に
、

職
歴
や
興
味
・
関
心
な
ど
を
整
理
し
、

適
職
や
自
己
P
R
法
、
効
果
的
な

就
職
活
動
の
進
め
方
に
つ
い
て
考

え
ま
す
。
ご
利
用
は
無
料
で
す
が
、

予
約
が
必
要
で
す
。 

相
談
内
容
 

適
職
相
談
、
面
接
対
策
、
履
歴

書
等
作
成
法
、
就
職
活
動
が
う

ま
く
行
か
な
い
原
因
を
考
え
た

い
な
ど
 

相
談
場
所
 

く
ま
も
と
県
民
交
流
館
パ
レ
ア

し
ご
と
相
談
・
支
援
セ
ン
タ
ー
 

熊
本
市
手
取
本
町
8
‐
9
テ
ト
リ

ア
く
ま
も
と
9
階
 

 

相
談
日
時
 

月
7
回
程
度
（
土
日
を
含
む
）
で
、

時
間
帯
は
日
に
よ
っ
て
異
な
り

ま
す
。 

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
 

く
ま
も
と
県
民
交
流
館
パ
レ
ア

し
ご
と
相
談
・
支
援
セ
ン
タ
ー
 

　
�
0
9
6
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5
5
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2
2
4

〔申し込み・問い合わせ先〕阿蘇市中通隣保館　TEL・FAX22－4192

平和祈念の黙とう 

◆広島原爆投下時刻　　　　　　　　　8月 6 日（月）午前8時15分 

◆長崎原爆投下時刻　　　　　　　　　8月 9 日（木）午前11時2分 

◆戦没者を追悼し平和を祈念する日　　8月15日（水）正午 

世界の平和と戦争の犠牲となって亡くなられた方々のご冥福をお祈りするため、次
の日時に黙とうを捧げましょう。 

人には誰でも、忘れられないメロディがあります。 
琴伝流大正琴で、心に響く、もう一つのふるさ
とを味わってみませんか！ 

《講　座　内　容》 
日　　時：毎月第2・第4木曜日の10時～12時 
講　　師：石橋てい子先生 
内　　容：アルト大正琴、テナー大正琴、ベース大 
　　　　　正琴、ソプラノ大正琴等で合奏し「ひと

りで楽しむ大正琴」から「みんなで楽し
む大正琴」をめざし、誰でも気軽に楽し
めます。 

会　　場：阿蘇市中通隣保館 
受 講 料：必要に応じて徴収（大正琴は、実費購入 
　　　　　となります） 
定　　員：10名程度（男女、年齢は問いません） 
申込方法：電話及びFAXにて受付 

もったいない！タンスに眠っている着物に新し
い命を吹き込み、もう一度！活用してみませんか？ 

《講　座　内　容》 
日　　時：毎月第2・第4水曜日の14時～16時 
講　　師：市役所職員が指導します。 
内　　容：着物をリメイク（つくり直す）して、洋 
　　　　　服等を作ります。 
会　　場：阿蘇市中通隣保館 
受 講 料：無料（材料代等は、実費となります） 
定　　員：15名程度（男女、年齢は問いません） 
持 参 物：着物の端切れ、裁縫用具、筆記用具等 
申込方法：電話及びFAXにて受付 
 

児
童
手
当
の
現
況
届
は
、提

出
さ
れ
ま
し
た
か
？ 

ラ
ジ
オ
番
組
の
ご
案
内 

平
成
19
年
毎
月
勤
労
統
計

調
査
準
備
調
査
に
ご
協
力

を
！ 

児
童
扶
養
手
当
の
現
況
届

は
8
月
31
日
ま
で
に
提
出

し
て
く
だ
さ
い 

　
現
況
届
の
提
出
が
無
け
れ
ば
、6

月
以
降
の
手
当
が
受
け
ら
れ
な
く

な
り
ま
す
。 

現
況
届
に
必
要
な
添
付
書
類
 

○
受
給
者
（
父
も
し
く
は
母
）
の

健
康
保
険
証
の
写
し
（
受
給
者

が
厚
生
年
金
等
加
入
者
で
あ
る

場
合
に
提
出
） 

○
前
住
所
地
の
市
区
町
村
長
が
発

行
す
る
児
童
手
当
用
所
得
証
明

書
（
阿
蘇
市
に
平
成
19
年
1
月

1
日
に
住
所
が
な
か
っ
た
場
合

に
提
出
） 

○
監
護
・
生
計
同
一
申
立
書
及
び

住
民
票
（
世
帯
全
員
）（
子
供
と

別
居
し
て
い
る
場
合
に
提
出
） 

※
公
務
員
の
方
は
、
勤
務
先
に
お

問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。 

問
い
合
わ
せ
先
 

　
健
康
福
祉
課
子
育
て
支
援
係
 

　
�
2
2
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1
6
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現
況
届
は
、
児
童
扶
養
手
当
を

8
月
以
降
も
引
き
続
き
受
け
る
要

件
を
満
た
し
て
い
る
か
否
か
の
確
認
、

ま
た
、
所
得
制
限
に
よ
る
そ
の
年

の
8
月
分
か
ら
翌
年
7
月
分
ま
で

の
手
当
の
支
給
額
区
分
を
決
定
す

る
も
の
で
す
。 

8
月
31
日
ま
で
に
提
出
が
無
け
れ
ば
、

8
月
分
以
降
の
手
当
が
支
給
さ
れ

な
く
な
り
ま
す
。 

現
況
届
に
必
要
な
添
付
書
類
 

○
手
当
証
書
（
全
額
支
給
停
止
の

人
は
証
書
は
あ
り
ま
せ
ん
） 

○
健
康
保
険
証
の
写
し
 

○
養
育
費
に
関
す
る
申
立
書
（
平

成
18
年
中
に
受
け
取
っ
た
養
育
費
） 

○
前
住
所
地
の
市
区
町
村
長
が
発

行
す
る
所
得
証
明
書
（
阿
蘇
市

に
平
成
19
年
1
月
1
日
に
住
所

が
な
か
っ
た
場
合
に
提
出
） 

問
い
合
わ
せ
先
 

　
健
康
福
祉
課
子
育
て
支
援
係
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県
で
は
、8
月
か
ら
9
月
に
か
け

て
、
毎
月
勤
労
統
計
調
査
準
備
調

査
を
実
施
し
ま
す
が
、
こ
の
度
、

阿
蘇
市
の
一
部
地
域
が
厚
生
労
働

大
臣
か
ら
調
査
区
と
し
て
指
定
さ

れ
ま
し
た
。
地
域
に
所
在
す
る
事

業
所
に
、
県
が
任
命
し
た
統
計
調

査
員
が
訪
問
し
、
事
業
活
動
の
内

容
や
労
働
者
数
な
ど
の
調
査
を
さ

せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す

の
で
、
ご
多
忙
中
の
と
こ
ろ
恐
縮

で
す
が
、
是
非
と
も
ご
協
力
く
だ

さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。 

問
い
合
わ
せ
先
 

　
熊
本
県
統
計
調
査
課
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 「
H
e
a
r
t
 
S
m
i
l
e
〜
お

な
じ
空
の
下
で
〜
」
は
、
県
民
の

皆
さ
ん
か
ら
い
た
だ
い
た
人
権
メ

ッ
セ
ー
ジ
や
小
・
中
学
生
の
人
権

作
文
を
素
敵
な
音
楽
と
と
も
に
ご

紹
介
す
る
ラ
ジ
オ
番
組
で
、
エ
フ

エ
ム
熊
本
で
放
送
さ
れ
て
い
ま
す
。 

日
時
・
内
容
 

○
8
月
12
日
・
19
日
・
26
日
 

　
13
時
55
分
〜
14
時
 

　「
熊
本
県
子
ど
も
人
権
作
品
展
作

文
集
」
小
学
校
の
部
作
品
 

○
9
月
2
日
・
9
日
・
16
日
・
23
日
 

　
13
時
55
分
〜
14
時
 

　「
人
権
メ
ッ
セ
ー
ジ
・
お
な
じ
空

の
下
で
」 

問
い
合
わ
せ
先
 

　
熊
本
県
人
権
セ
ン
タ
ー
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  　（
財
）労
災
保
険
情
報
セ
ン
タ
ー

（
R
I
C
）で
は
、
厚
生
労
働
省
の

委
託
を
受
け
て
、
労
災
医
療
、
労

災
補
償
等
の
労
災
保
険
制
度
全
般

の
ご
相
談
を
お
受
け
し
て
い
ま
す
。 

　
相
談
は
無
料
で
秘
密
は
厳
守
し

ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
下
さ
い
。 

問
い
合
わ
せ
先
 

　（
財
）
労
災
保
険
情
報
セ
ン
タ
ー
 

　
�
0
9
6
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5
9
‐8
1
8
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〔問い合わせ先〕阿蘇警察署　  TEL 22－5110

　子どもの携帯電話保有率が高まる中で、中・高校
生等がインターネットの出会い系サイトを使った援
助交際等によって、児童買春・児童ポルノ等の福祉
犯罪被害に遭う事案が急激に増加し、昨年は過去5年
間で最高の25人の少年を熊本県警で保護しています。 
　また、中・高校生によるインターネット掲示板等
を使った誹謗・中傷事案が深刻化する傾向にあり、
熊本県警への相談が、平成17年に76件、平成18年に
67件なされるなど、携帯電話等がもたらす弊害への
対策の強化が求められています。対策のひとつとして、
サイト閲覧を防止する「フィルタリングサービス」
を活用しましょう。 

　夏休みは、少年少女の非行・家出が増加するとと
もに、犯罪等の被害に遭うケースも増加する傾向に
あります。 
　毎日の生活の中で、子どもの言葉や生活態度に注
意して、非行に至るおそれがある「兆し」を早期に
発見し、適切な指導を行って非行の未然防止に努め
ましょう。 
 
 
「兆し」とは？ 
①帰宅時間が遅くなる。 
②深夜外出、無断外泊が多くなる。 
③ウソをついたり、ソワソワして落ち着きがなくなる。 
④携帯電話の“出会い系サイト”を利用する。      

夏休み中の少年少女の非行・ 
家出を防止しましょう！ 

労
災
医
療
・
労
災
補
償
等

の
無
料
相
談 


